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〜踏み出す一歩〜

むれやま荘だより
み ち

毎年思考を凝らした様々な企画や出店で賑わいを
見せるむれやま荘の一大行事「むれやま荘文化祭」。
昨年は約230人の方々が来られました。

約40年もの間、新旧職員はじめ、外部機関、ボラ
ンティアの皆様が利用者と協力しながら作り上げてき
た歴史ある行事。今期の全体を取りまとめる大役を受
け継がせていただきました。前日は豪雨、当日も雨予
報。天にも祈る気持ちで迎えた当日でしたが、みんな
の願いが通じたのか、なんと11月だというのに25度超
えの真夏日。キラキラの日差しの中、無事に開催する
ことができました。ゲストの方 に々よる剣舞パフォーマン
ス、こうあん一座、かぷりっちょ音楽隊、青龍太鼓の
ステージは文化祭を華やかに彩って下さいました。

前年度も大好評だったカフェではハロウィンテイスト

の内装、メニュー選びから買い出しに至るまで趣向を
凝らし、和洋選べるスイーツ＆ドリンクセットは全て完売
の人気ぶりでした。

1年に1度、日頃の成果を見てもらう絶好の機会で
ある太極拳。ゆったりとした呼吸と動作ながら、体幹
を必要とする為、転倒防止としてもよいリハビリになっ
ています。利用者と職員の有志で結成されたバンド
演奏や、昔懐かしいドリフターズをモチーフにした朗読
劇。車椅子の方、失語や麻痺のある方、その他様々
な障害に関わらず、それぞれができる事を行い、でき
ない部分は互いに助け合いながら毎日練習を重ね、 
1つの舞台を作り上げました。高次脳機能障害は脳が
疲れやすい為、訓練後の練習や準備は大変だったこ
とと思います。やり遂げた後の爽やかな笑顔が印象的 

でした。お楽しみの昼食はカレーにおでん、ポテトにナ
ゲット。屋台コーナーではたい焼きにフランクフルト。非
日常のメニューはお祭り気分が盛り上がります。そして
むれやま荘といえば組み紐体験や利用者が手掛けた
クラフト作品のバザー。外部のお客様が毎年楽しみに
して下さっています。

又、この日は OB・OG にとって再会の場所でもあり
ます。懐かしい人 と々出会い、それぞれに歩む新たな
岐路（みち）や近況報告に話の花が咲いたことと思い
ます。

笑顔と共にそれぞれの岐路（みち）や体験を分かち
合う文化祭。関わって下さった皆様のおかげで今回も
無事に終える事ができました。感謝を込めて来年にバ
トンを渡したいと思います。

むれやま荘では、利用者の皆さんによる文集「岐路（岐路と書いて“みち”と読み
ます）」を、毎年恒例のむれやま荘文化祭で発行しています。今年度も発行しました
が何回目の発行なのか分からなくなるほど歴史のあるものです。

数年前、施設に長く放置されていた書類を整理していた際、何年も前に印刷された
「岐路（みち）」を見つけ、何となく気になって廃棄せずに保管していました。当時む
れやま荘に勤務していた職員の方に、保管していた「岐路（みち）」を見せる機会が
ありました。その方は、設立当初からむれやま荘に勤務されていた方で、「家に古いも
のが残っているかもしれない」と言われ、後日見せていただくことができました。その
中には「第1集」と記されたものもありました。

それをきっかけに、時間があるたびに施設内の古い書類を調べ、“岐路（みち）”を
探しました。すべては見つかりませんでしたが、最も古いものは第1集から第3集まで
を確認することができました。ご自身の今後の生き方に関する宣言や、これから人生
の選択を迫られている方へのメッセージなどの内容が記されていました。
“岐路（みち）”は、初代所長の故岡崎英彦先生と、当時の生活訓練部長であっ

た森哲弥先生の発案により文集として発行が始まりました。第1集の“岐路（みち）”
には、岡崎先生が次のように記されています。「第3回むれやま荘文化祭を機に、OB
の方々に在所中の生活、訓練、退所後の様子、仕事についての感想や意見を頂く
ことができました。大変嬉しかったこともあり、今の職員や訓練生の間で回覧しただけ
ではもったいないと思いました。幸い、皆さんのご承諾を得ることができましたので、「OB
文集」第1集として印刷することになりました。」

この発案を受け、当時のむれやま荘の印刷科（だったと思います）の方々が、タイト
ルを“岐路（みち）”としてまとめられたようです。

“岐路（みち）”は、施設が開設されてから40年以上にわたり大切に守り続けられ
てきました。

むれやま荘を利用される方々のニーズは、福祉を取り巻く社会の変化に伴い変わっ
てきました。しかし、事故やご病気で、ご自身やご家族の生活が一変し、「これからど
うしていけばいいのか」「元の生活に戻りたい」と強く願って利用されるという点は今も
変わっていません。そうした皆さんを応援する思いを込めた言葉として、“岐路（みち）”
という文集のタイトルが選ばれたのだろうと思います。

本年度は、コロナ禍で先送りしていた40周年記念誌を発行することとしました。記
念誌の発行に加え、むれやま荘の特徴を言い表すキャッチコピーを考えようと、広報
委員の皆で話し合いました。候補をいくつか挙げ、むれやま荘に関わる多くの方 に々
選んでいただいた結果、むれやま荘が大切にしている思いを言い表した言葉“岐路 

（みち）”に、「〜踏み出す一歩〜」という言葉を添えることに決まりました。
これから先、長くこの言葉とその思いが、むれやま荘で大切にされていくことを心か

ら願っています。
本年度の40周年記念誌の発行にあたり、多くの出会いの機会をいただきました。

冒頭で触れた森哲弥先生とも、初めてお話をさせていただくことができました。森哲弥 
先生は、びわこ学園との兼務で多忙を極められていた所長に代わり、設立当初のむ
れやま荘を支えてこられた方です。森哲弥先生からは、設立当初の様子がうかがえ
る日記を見せていただいたり、当時のお話を伺うことができました。このご縁をいただ
いたのは、設立当初から勤務され、現在も職員として施設を支えてくださっている先
輩職員のおかげです。本当にありがとうございました。

今まで、むれやま荘を支えてこられた皆さんの思いの強さを感じる1年でした。

所長　北川　弘

岐岐
みみ

路路
ちち

にに
込められた思い込められた思い

文化祭を
終えて
文化祭を
終えて 朗読劇朗読劇 太極拳太極拳 和太鼓演奏和太鼓演奏



グループワーク
紹介
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リハビリや社会生活をしていく中で「自分を理解することが大切」と言わ
れることがあります。この言葉には「自分の得手不得手を知ることでより具
体的な目標を立てたり、意思決定をしたり、自分に合った環境を作りやすく
なる」という意味合いで使われることが多いです。また、ご家族や周りの方
とも互いに症状や自分のことをわかっていくことを基にして、より良い関係を
作っていく一歩でもあります。

自分を知るということは誰にとっても大変なことです。まして突然の病気や
事故によってやりづらくなったことを知ることは苦しみも伴いますが、自分を理
解するには似たような経験を持つ者同士が安心して語れる場の中で、「他
者を見る」「他者の感情や考えを知る」ことが有効だと言われています。そ
のためにむれやま荘ではお互いをサポートしながら自分を知っていくグルー
プワークを行っています。

今年度は全12回で「自分の説明書を作ろう」というテーマで行っています。
約1時間のグループワークで前半はミニ講座として「障害について」や「仕
事をする上で準備が必要なこと」や、コミュニケーションを考えるきっかけに
ゲームを行ったりしています。後半は「お互いの長所を伝える」など各回 

テーマを決めてディスカッションをしています。
初めは「何を話したらいいんだろう」と戸惑われることが多いですが、回

を重ねるごとに自分の体験を話されたりメンバーの体験を聞き感じたことを
語りながら、「これまでわからなかったことがわかった」や「メンバーの人と
一緒に過ごしていても知らないことがあってお互いの考えていることがわかっ
てよかった」と話されています。また、グループワークを通して自分のやりた
いことが少しずつ見えてきた方もおられます。

今後も少しでもご自身にとって過ごしやすい環境を整えるきっかけの一つ
となれるようにこのようなグループワークを継続していきたいと考えています。

● はじめに
昨年度より、むれやま荘のプログラム活動の一環として、新たに「就労準

備プログラム」を開始しました。むれやま荘では、ご存知の方もおられると思い
ますが回復期リハビリの病院から退院された方や高次脳機能障害の診断を受
けた方を対象とした通過型のリハビリ施設であり、理学療法や作業療法、言
語聴覚士によることばの訓練や心理面談といったリハビリ訓練の他に、縫製で
の組紐作業やミシン作業、パソコンを使った文字入力訓練や Word、Excel
を用いた文書作成、軽作業でのパチンコ台の簡易的な解体作業にも取り組
んでいます。これまで多くの方が、こうしたリハビリや作業訓練を受けてむれや
ま荘を退所されていきましたが、最近では就労（就労継続支援の利用や障害
者雇用、一般雇用など）を希望される方やもともと務めていた職場へ復職を
目指したい方が増えています。その中で、「車椅子生活になって自分が働く姿
がイメージできない」「就労したいけどどういった社会資源があるの？」「復職
する為に何が必要なの？」といった様 な々疑問や、利用者さんの不安を少しで
も解消できるように取り組みを始めたのが、「就労準備プログラム」です。

● 「就労準備プログラム」について
「就労準備プログラム」では主に復職や一般就労、障害者雇用そして福

祉的就労を希望されている方を対象として、実際に障害のある方が働いてい
る企業や作業所に足を運び、就労のイメージや就労そのものを知っていただ
くこと、実際に就労された方からのお話を聞き、就労のイメージを育むことを
目的として、5〜6人のグループで参加していただいています。今年度の活
動内容は、始めに事前学習として障害者雇用の制度や福祉的就労について

支援員がファシリテーターを務め、座学での学習会を実施したほか、2か所
の企業や（パナソニックアソシエイツ滋賀さま、シガシガオーキッドハウスさま）
のご協力を得て、仕事内容の説明や採用の流れの説明を聞き、現場の見学
や仕事の一部を体験されました。また、実際に求職された方からのお話（クロ
スジョブさま主催）を視聴する機会を設け、就労のイメージを膨らませていた
だきました。

さらに、自身のライフスタイルや自身の障害にも目を向けていただくことで、“自
身ができそうな仕事とは何か”といった視点にも着眼点を置き、活動ごとに振
り返りを実施しました。

● 実際に見学や体験を行った結果
参加された利用者さんからは、就労に対する意欲や興味、関心を持ってい

ただき前向きな意見が寄せられました。また、職場での人間関係のことや自
宅から通いやすいかどうかなど、対人関係に対する不安の声や、自宅から職
場までの通勤面や環境面などを気にされる声もあり、“自分にはどういった仕
事が合いそうなのか”といった自身の障害を見つめたうえでのご感想もありま
した。

参加された利用者さんの中には、元々務めていた職場に復帰を希望する方
や、一から就労を目指す方がおられましたが、プログラムに積極的に参加して
いただき、各 の々目標に向かって一歩ずつ前進する機会となったのではないか
と思います。

● さいごに
今回は5〜6名の利用者の方を対象に就労準備プログラムを実施しました

が（今後も実施を予定しています）、他の利用者さんにも同じく復職を目指す
方や就労を目指して日々の訓練に励んでおられる方もおられます。“就労”と
いう生活からは切り離せないものを、「障害があるから…」ではなく「障害があっ
てもできるんだ」と前向きに捉えられるように利用者さんと関わりを持ち、また

「就労準備プログラム」を通して利用者さんの目指す目標の選択肢が広がり、
様 な々可能性を見出すことができるように活動を継続していけたらと思います。

～むれやま荘利用中の取り組みについて～～むれやま荘利用中の取り組みについて～

～自分の説明書を作ろう～～自分の説明書を作ろう～

皆さん
真剣に

取り組
んでい

ます！！
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実施することとなった経緯
　OB3名の方は退所後も定期的にむれやま荘を訪問してくださり、近況の報告をいた
だいています。その中で先日3人一緒に春に金沢（北陸新幹線に乗っておいしい物を
食べに行かれたそう）夏に広島へ新幹線を利用して日帰り旅行をした話をしてくれまし
た。むれやま荘を利用されている利用者の中には中途障害で車椅子生活となり単独
で外に出られるのか？と思っておられる方もいます。退所後も自らが主体となって活動
できることや退所後の生活の参考になればと思い、今回の企画を計画しました。

【退所後の生活とは】のテーマを基に下記の通り聞き取った要点を
まとめました

《現在の生活について》
Q. 休日はどのように過ごしていますか？
OT   土日のどちらかは出来るだけ外へ出掛けるようにしている。自宅にいるとベッド

上で過ごすことが大半であり一人でいるとネガティブな考えになってしまうので。 
3人とは月に1回程度予定が合えば会っている。お忙しい人もいるので2人で外
食をする時もある。そのため今現在、体形が横にも縦にも成長中です。

Q. 外出する時になにかサービスを利用していますか？
OS   ヘルプのサービスを登録したが現在まだ1回も利用していない。
OT   介護タクシーを利用している。割引チケットも行政から発行されており利用してい

る。チケットの発行は行政から案内がきて申請した。

Q.むれやま荘を退所して楽しかったことはありますか？
KY   みんなで外出できるようになったことは楽しいな。
OT   先日文化祭の日にバリアフリーになっているホテルで1泊することができた。
OS   外出して息抜きをしている。やりたいことができるようになるためにリハビリもがん

ばっている。

Q. 退所後困った事はありますか？
　トイレ問題。なので旅行へ行っても日帰りで、駅ビルしか行けていなかった。駅ビル
は身障用トイレが完備されているため、そこまでの旅行となっている。また身障用トイレと
なっているのに健常者も平気で使っている時は困る。私たちはそこしか使えないのに…。

Q. 外出や旅行の時に使用しているアプリなどはありますか？
OS   外食に行く前に食べログは見て外観や内観を確認して車椅子でも入れるか見て

います。旅行の時は Google マップを使用して確認しています。バリアフリーのホ
テルはネットで調べてそういうところがあると発見した。現地まで行って手すりなど
の位置も確認した。

OT   電車の時刻表のサイトも活用している。電車の乗車時刻の15分前には到着しな
いと駅員に手伝ってもらえないので。ちなみに乗車数が多い駅ほどなんとか乗車
できるようにがんばってくれる印象がある。少ない駅ほどすぐに諦めた対応をされ
やすい。

《むれやま荘利用中のこと》
Q. 利用中にがんばったことがありますか？
KY   車椅子訓練はがんばった。市街地訓練をして単独で外出できるようになったこ

とはとても自信になった。利用中の最後のほうに合格をもらったが、嬉しかった。 

2回落ちたんやけどな。それでも周りの方から応援をしてもらって、あきらめずに
がんばることができた。合格したことを周りが喜んでくれたことも嬉しかった。単
独で外出の合格をもらえたことで退所しても外出ができると思えるようになった。

OT   朝起きてみんなでよく外周をまわっていた。むれザップをお願いしたのも成長する
体をなんとかしたくて…むれザップに参加している人ほど、どんどん体が大きくなっ
ているように感じますが…。先ほど話があったようにがんばりを周りから認めてもら
えるとやる気になれる。認めてもらえたり励ましてもらえるとやっぱり嬉しいですね。

Q.むれやま荘を利用して良かったことは他にありますか？
OT   同じ境遇の仲間に出会えたことは良かった。色々な境遇があったがマインドを前

向きに考えるようにしている。

西山 OTと佐野 ST にも当時の訓練の様子について報告してもらいました。

《これからのこと》
Q.これからしたいことはありますか？
OT   さっきも言ったようにバリアフリーの居室があるホテルを利用して1泊旅行へ行こう

と思っている。病気になったからこそ出会えた仲間や新しい発見をすることができ
た。今の状態を受け入れて、今後のことを考えることが大事ではないか。

OS   新幹線には乗ることができるとわかったので、次は飛行機に乗れるようにしたい。
以前旅行会社からは付添者いないと乗車できないと断れたため、今度は航空
会社に問い合わせて乗車できないか確認しようと思っている。乗れるようになった
ら北海道へ行きたい。

　その他利用者や職員から質疑応答の時間を設け、最後に利用中の方へメッセージ
を送ってもらい終了しました。
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OTさん（以下OT）
現在は以前から働いてい
た会社に復職しています。
むれやま荘で運転免許を
再取得され、車での通勤
を目指して頑張っておら
れます。むれやま荘で現
在も活動している【むれ
ザップ】の考案者です。

OSさん（以下OS）
現在はB型作業所に通
いながら生活されていま
す。在籍時、ご本人が
外出したい（気になる方
と）意向から、現在も自
治的に活動している外
出グループが創設されま
した。

KYさん（以下KY）
週5日B型作業所と通所 
リハビリを利用され生活
されています。毎日多忙
に活動されており、当日
は忙しい中、時間を空け
てもらい出席いただきま
した。

〜自己紹介・現在の生活について〜

さいごに

　お話を伺い、3名とも前向きであり自分の欲望や願望を達成するた
めに日頃の活動をがんばっている印象を受けました。みなさん「退所
してもなんとかなるわ」と気軽に話してくれましたが、“なんとかなる”
のではなく“なんとかする”ために在籍中、ご自身の課題に向き合い
乗り越えて来られたから、その言葉が出てくるのだろうと感じ取れました。
　生活リハプログラム終了後、午後からの活動の中で、普段自主的
ではない利用者が自らリハビリをしようとする姿があったと報告を聞い
ています。今回の取り組みでピアサポートの重要性を認識することが
でき、様 な々ことに応用できるのではないかと思えました。今後も模索
しながらピアサポートの活用方法を検討していきたいです。
　またむれやま荘利用中に専門的な社会的リハビリや支援が必要で
すが、それだけではなく、ご自身1人1人が前向きになれるような対話・
援助技術が求められており、そのようなきっかけ作りを在籍中に提供し
ていきたいと思える今回の生活リハプログラムでした。

私たちの体験が参考になればうれしいです！

令和6年12月11日（木）11時00分から12時00分
にPT室にて生活リハプロジェクトの一環として昨
年度むれやま荘を退所された3名のOBを招いて
『退所後の生活とは？』というテーマを基にインタ
ビュー形式で話をしてもらいました。

OBからの継承
〜むれやま荘を退所して〜〜むれやま荘を退所して〜
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Q  むれやま荘へ来ようと思った理由は
何かありますか？

　むれやま荘に来た理由は、組み紐が体
験できたときに楽しくてまたしたかったから
です。
Q  むれやま荘で好きなカリキュラムは 

なんですか？
　むれやま荘で好きなカリキュラムは縫製
です。
Q  むれやま荘でできるようになったこと

は何ですか？
　むれやま荘でできるようになった事は、
パソコンを使ってのカレンダー作りです。
Q  月に数回リハビリのため、通所終了

後に1人でびわこ学園まで行っておら
れますが、どう感じましたか？

　びわこ学園まで1人で行けるようになっ
て感じている事は、最近では怖がらずに
行けるように
なったので少
しは成長した
かと思います。

Q  退所を見据えて、むれやま荘の他に
も事業所に通われ、お仕事をされて
いますね。毎月お給料がもらえます
が、自分で働いたお金でなにがした
いですか？

　自分のお給料でしたいことは、今年やる
「名探偵コナン」映画を沢山見に行くのに
使いたいです。
Q 家族に対して何か一言ありますか？
　お母さんいつもむれやま荘まで送り迎え
してくれてありがとう。
Q どんな大人になりたいですか？
　私は今、1週間に1回働きに行っていま
す。大分慣れて来たけど、なかなか緊張
して話せません。これでいいのか確認を頼
むことができませんでした。なのでこれか
らは、すぐに話せるようにします。そのうち 
1週間すべて行けるようにします。

2024年11月10日（日）、立命館大学びわこ・く
さつキャンパス（BKC）で、「BKC ウェルカムデー

（BKC Well−being Campus Day）〜びわこ・
くさつ健幸フェスタ2024〜」が開催されました。こ
のイベントは、地域交流を目的に、地域住民、企業・
行政・学生・教職員が集い、ウェルビーイングを感
じる体験イベントとして2022年度より開催され、来
場者数14，000人の大変大きなイベントです。む
れやま荘も豊かな自立と社会参加を目的に昨年度
から参加しています。
『KUMIHIMO exp．』と題したむれやま荘のブース 

では、組紐体験と縫製訓練の中で制作された組紐
製品や布製品を販売しました。当日は、職員と共
に4名の利用者さんにも参加していただき、日頃の
組紐訓練で培ったスキルを発揮し、組紐体験に来
られたお客様への組み方の指導役を担っていただ
きました。最初はブース前の人通りも少なく、利用
者さんも職員も「お客さん来てくれるのかな？」と不
安に感じていましたが、お昼頃からはお待ちいただ
くお客様が出るほどの大盛況となり、利用者さんも
職員もフル回転でうれしい悲鳴となりました。最初こ
そ緊張のためか言葉数少なく硬い表情をされてい
た利用者さんも、徐々に緊張もほぐれ、いつもの笑
顔と冗談がブース内のあちらこちらから聞こえてくる
ようになりました。最年少のお客様は2歳のお子さ
んで、立ち上がり背伸びをしながら一生懸命腕を
伸ばして組んでいくお子さんの前で、柔らかい表情
で見守り優しい口調で指導される利用者さんの姿
がとても印象的でした。また、職員と利用者さんが 

交代でお昼休憩をとる中、手薄になった時間帯に
沢山のお客様が来られ職員が慌てていると、半年
前にむれやま荘を退所された利用者さんがちょうど
ご家族と一緒に来てくださいました。急遽指導者を
お願いすると快く引き受けてくださり、半年のブラン
クを感じさせない指導力でお客様の対応をしてくだ
さり、まさに救世主でした。

今回のイベントでは、老若男女、多国籍の方 と々
の交流の中で、その都度相手に応じた対応が求め
られる場面が多々ありました。このような機会は施
設内での訓練だけではなかなか得られるものでは
なく、地域に出るからこそ得られる貴重な機会です。
今回のように地域での組紐体験を通して、他者との
交流が生まれ社会とのつながりを感じてもらう中で、
社会の一員としての自信を取り戻し、より充実した
社会生活をおくるための取り組みを、今後も継続し
て実施していきたいと思います。

BKCウェルカムデーに参加しました
～組紐体験を通した社会参加～

去る3月9日、失語症カフェ話咲（はなさく）の第一回目が
草津川跡地公園「de 愛ひろば」で開催しました。この活動は、
参加された方が話に花を咲かせて楽しんでもらえるスペース
を作りたいとの思いから「話咲（はなさく）」と名付け計画しま
した。この日穏やかな晴天の下、様 な々方が行き交う姿を窓
越しに眺めながら、話咲（はなさく）に集まった人達の時間は、
和やかに流れ始めました。

昨年退所された Kさんは、懐かしい職員と出会えて、満面
の笑みが抑えきれない様子。同じ障害を持つ人と話すことで
気持ちを前向きにしたいと参加された Tさん。すっかり先輩格
で貴重な体験談や情報を披露してくれた Eさん、趣味のマン
ホールカードをきっかけに、積極的に外出を楽しまれるKさん。
そしてむれやま荘を利用中の Iさんは、ご夫婦で元気に参加
されました。

始めての会にも関わらず、古い馴染のような気軽さで自己
紹介が終わると、それぞれの方が近況に織り交ぜて、心に
置いている悩みを打ち明けられました。通っているA 型作業
所が B 型に変更になることから今後のことを思案される方、
現在 B 型に通っているが、今後ステップアップを視野にされ
る方。病前から無口な性格だったが、病後には伝えたい思
いから、よく話すようになったと周りの人に言われるとご自身の
変化を話される方。買い物では、口頭での説明に苦労しな
がら、後ろに人が並ぶと焦りを感じる。「それそれ」と指を差
して身振りなど、全身を使って乗り切る方、キャッシュレスが
使えるようになって助かっている等、失語症ならではの症状を
抱えて地域生活を送る上での困りごとを吐露されました。終
盤、カフェの集まりを友達とは違ったつながりが出来て嬉しい。
これから、皆でやりたいことの要望を出し合いながら外出も楽
しみたいと希望を話した後、それぞれ午後の予定へと向かわ
れて行きました。

これから月1回のペースで話咲サポーターが皆さんと一緒
に活動します。これからもよろしくお願いします。

高校を卒業後、むれやま荘へ通所利用を開始さ
れ、もう少しで2年が経過します。
どんなことにも手を抜かず一生懸命訓練に取り
組まれる姿が印象的で、そんな彼女がこの度
20歳を迎えられました。おめでとうございます。
そこで20歳の記念にインタビューをさせていた
だきました。質問の答えは全てご自身でパソコ
ン訓練の時間に打ち込んでくださいました。 大伴 有紀さん大伴 有紀さん


